
メ
ー
カ
ー
・
商
社
に
聞
く
肉
盛
溶
接

リ
ペ
ア
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
が
け
ん
引

ユ
テ
ク
ジ
ャ
パ
ン
　

取
締
役
営
業
部
長

谷
口
正
氏

ユ
ー
ロ
７
に
対
応
す
る
肉
盛
溶
接
技
術

丸
文
　

レ
ー
ザ
加
工
課
課
長

江
嶋
亮
氏

大
阪
富
士
工
業
Ｌ
Ｐ
Ｊ
研
究
所

独
自
技
術
で
高
耐
久
、薄
膜
を
実
現

低
加
工
コ
ス
ト
で
ボ
イ
ラ
ー
管
被
膜

肉盛溶接特集
２０２４年

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

（９） 第３５４４号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和年）８月２７日（毎週火曜日発行）

２ｍ長のボイラパネルへのレーザクラッディング

　
２
０
２
１
年
度
の
サ
ポ

イ
ン
事
業
（
現
Ｇ
ｏ
―
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
事
業
）
に
採
択
さ

れ
た「
高
耐
食
、高
効
率
、

低
コ
ス
ト
の
ボ
イ
ラ
ー
管

被
膜
を
実
現
す
る
飛
行
中

粉
末
溶
融
型
レ
ー
ザ
ー
ク

ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
工
法
の
開

発
」
の
研
究
を
重
ね
て
き

た
大
阪
富
士
工
業
レ
ー
ザ

ー
プ
ラ
ズ
マ
接
合
（
Ｌ
Ｐ

Ｊ
）
研
究
所
は
、
独
自
の

粉
末
供
給
技
術
と
専
用
ノ

ズ
ル
お
よ
び
Ｄ
Ｏ
Ｅ
（
回

析
光
学
素
子
）
の
ビ
ー
ム

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
制
御
技
術

を
応
用
し
た
円
筒
形
状
対

応
型
の
幅
広
矩
形
ビ
ー
ム

を
開
発
し
、
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
加
工
技
術
を
確
立
し

た
。

　
現
状
、
火
力
発
電
所
で

は
、
最
大

×

×

㍍

の
ボ
イ
ラ
ー
で
石
炭
や
石

油
を
燃
焼
し
、
ボ
イ
ラ
ー

管
内
で
発
生
し
た
水
蒸
気

で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電

し
て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
内

部
は
高
温
か
つ
高
腐
食
環

境
の
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
パ

ネ
ル
表
層
部
は
Ｎ
ｉ
―
Ｃ

ｒ
合
金
や
炭
化
物
系
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
の
溶
射
、
あ
る

い
は
イ
ン
コ
ネ
ル
６
２
５

（
Ｎ
ｉ
―
Ｃ
ｒ
―
Ｍ
ｏ
合

金
）
の
ミ
グ
肉
盛
溶
接
で

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
。た
だ
、溶
射
の
場
合
、

騒
音
や
粉
じ
ん
、
高
温
な

ど
過
酷
な
作
業
環
境
に
加

え
、
厳
し
い
使
用
条
件
下

で
は
、
皮
膜
の
耐
久
性
が

１
―
２
年
し
か
持
た
な

い
。
肉
盛
溶
接
は
厚
膜
で

長
寿
命
化
が
図
れ
る
も
の

の
、
施
工
に
時
間
が
か
か

り
、
コ
ス
ト
高
。
し
か
も

入
熱
が
大
き
く
母
材
の
ひ

ず
み
や
、
厚
膜
ゆ
え
に
熱

伝
導
率
が
低
い
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い

る
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｊ
研
究
所
で
は
、

ボ
イ
ラ
ー
管
へ
の
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
際
し
、
貫
通
気

孔
が
少
な
く
、
ア
ー
ク
肉

盛
溶
接
よ
り
も
高
速
で
低

入
熱
、
薄
膜
に
よ
る
低
コ

ス
ト
化
を
念
頭
に
、
非
モ

ル
テ
ン
プ
ー
ル
型
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
法
に
着

目
し
た
。
同
工
法
は
溶
接

材
料
粉
末
を
母
材
到
達
前

に
レ
ー
ザ
入
熱
で
溶
融
さ

せ
て
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
す

る
の
で
、
母
材
入
熱
に
起

因
す
る
諸
問
題
を
抑
制
で

き
る
。
従
来
の
レ
ー
ザ
肉

盛
（
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
）

の
よ
う
に
、
先
に
溶
融
池

を
作
り
、
そ
こ
に
粉
末
を

投
入
す
る
手
法
と
異
な

り
、
ボ
イ
ラ
ー
管
端
部
で

溶
融
池
（
被
膜
）
が
垂
れ

下
が
る
現
象
は
生
じ
な

い
。

　
た
だ
、
ボ
イ
ラ
ー
管
は

円
筒
形
状
な
の
で
幅
広
ビ

ー
ム
を
均
一
に
照
射
し
、

し
か
も

×
０
・
５
㍉
幅

と
い
う
限
ら
れ
た
粉
末
供

給
エ
リ
ア
に
粉
末
材
料
を

正
確
、
か
つ
高
速
に
供
給

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
そ
こ
で
同
研
究
所
は

Ｄ
Ｏ
Ｅ
で
パ
ワ
ー
密
度
を

補
正
す
る
円
筒
対
応
Ｄ
Ｏ

Ｅ
技
術
を
確
立
し
、
セ
ン

タ
ー
部
（
頂
点
部
）
と
両

端
部
で
差
異
の
な
い
レ
ー

ザ
入
熱
を
可
能
に
す
る
と

と
も
に
、
中
央
部
の
レ
ー

ザ
光
に
対
し
２
方
向
か
ら

粉
末
を
正
確
に
供
給
す
る

技
術
と
専
用
ノ
ズ
ル
を
開

発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
従

来
、
チ
ュ
ー
ブ
１
本
あ
た

り

―

パ
ス
を
擁
し
て

い
た
施
工
が
、
３
―
５
パ

ス
で
可
能
と
な
り
、
施
工

ス
ピ
ー
ド
も
ミ
グ
溶
接
の

６
倍
に
相
当
す
る
毎
分
１

・
２
㍍
の
高
速
化
を
実
現

し
た
。

　
同
研
究
所
の
林
良
彦
グ

ル
ー
プ
長
は
「
ア
ー
ク
肉

盛
溶
接
は
肉
厚
６
㍉
の
管

表
層
部
に
１
㍉
程
度
被
膜

す
る
が
、
今
回
の
工
法
開

発
に
よ
り
均
一
な
２
０
０

ミ
ク
ロ
ン
の
薄
膜
形
成
が

可
能
と
な
っ
た
。
溶
射
と

比
べ
て
も
材
料
歩
留
ま
り

が
良
く
、
大
幅
な
材
料
コ

ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が

る
」
と
言
い
、
「
集
束
性

の
高
い
矩
形
対
応
粉
末
供

給
ノ
ズ
ル
の
開
発
に
苦
労

し
、
何
度
も
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
最
適
な

ノ
ズ
ル
形
状
を
生
み
出
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　
今
年
度
の
Ｇ
ｏ
―
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
事
業
で
は
、
こ
の
開

発
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た

「
脱
炭
素
社
会
実
現
に
貢

献
す
る
次
世
代
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
用
ボ
イ
ラ
ー
に
用

い
る
高
耐
食
性
被
膜
の
開

発
」
が
採
択
さ
れ
た
。
同

研
究
所
・
辰
巳
佳
宏
所
長

は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
社
会
実
現

に
向
け
、
注
目
を
集
め
る

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
だ
が
、

林
業
・
農
業
・
産
業
の
廃

棄
物
な
ど
、
様
々
な
有
機

物
を
燃
焼
す
る
こ
と
か

ら
、
ボ
イ
ラ
ー
内
は
火
力

発
電
以
上
に
過
酷
な
使
用

環
境
と
な
り
、
高
温
・
高

耐
食
性
が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
確
立
し
た
レ
ー
ザ
ク

ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
技
術
を
更

に
高
め
、
材
料
開
発
も
視

野
に
入
れ
、
当
社
の
表
面

処
理
技
術
を
進
化
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
し
、
ま
た

前
出
の
林
氏
も
「
現
行


㍉
の
矩
形
ビ
ー
ム
幅
を


㍉
、
８
０
㍉
へ
と
広
げ
る

と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
向
け
ボ
イ
ラ
ー
管
へ

の
適
用
に
取
り
組
む
」
と

抱
負
を
語
る
。

　
特
殊
溶
接
材
料
や
溶
射

材
料
を
は
じ
め
、
そ
れ
に

関
連
す
る
機
器
お
よ
び
耐

摩
耗
マ
テ
リ
ア
ル
製
品
な

ど
を
販
売
す
る
当
社
に
あ

っ
て
、
近
年
、
肉
盛
溶
接

用
途
で
注
目
を
集
め
て
い

る
の
が
硬
化
肉
盛
溶
接
棒

『
Ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｃ
Ｒ
ｏ
ｄ

（
ユ
テ
ク
ロ
ッ
ド
）
Ｒ
８

８
１
１
』
だ
。
ユ
テ
ク
テ

ィ
ッ
ク
が
得
意
と
す
る
低

入
熱
溶
接
材
料
で
、
タ
ン

グ
ス
テ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
を


％
含
有
し
、
溶
接
熱
で

破
壊
さ
れ
た
タ
ン
グ
ス
テ

ン
カ
ー
バ
イ
ド
の
粒
子
が

凝
固
時
に
再
結
晶
す
る
よ

う
に
材
料
設
計
し
て
い
る

た
め
、
通
常
の
Ｗ
Ｃ
系
溶

接
棒
に
比
べ
、
高
い
耐
摩

耗
性
能
を
有
す
る
。
コ
ン

ベ
ア
ス
ク
リ
ュ
ー
や
ガ
イ

ド
プ
レ
ー
ト
、
各
種
ブ
レ

ー
ド
な
ど
、
使
用
環
境
が

厳
し
く
、
激
し
く
摩
耗
す

る
箇
所
に
適
す
る
。た
だ
、

溶
接
界
全
般
に
言
え
る
こ

と
だ
が
、溶
接
士
の
不
足
、

特
に
高
度
な
技
能
を
必
要

と
す
る
肉
盛
溶
接
作
業
な

ど
で
の
溶
接
士
不
足
で
、

市
場
全
体
の
パ
イ
が
広
が

っ
て
い
な
い
。
し
か
も
当

社
の
場
合
、
輸
入
商
材
の

た
め
為
替
変
動
に
影
響
さ

れ
易
く
、
足
元
の
円
安
基

調
は
大
き
な
足
か
せ
と
な

っ
て
い
る
。

　
当
社
売
上
高
の
う
ち
、

溶
接
・
溶
射
材
料
の
販
売

事
業
は
約

％
を
占
め
、

そ
の
内
訳
は
溶
接
棒
・
ワ

イ
ヤ
が

％
、
パ
ウ
ダ
ー

関
係
が
約

％
、
耐
摩
耗

プ
レ
ー
ト
が

～

％
で

構
成
し
て
お
り
、
そ
の
業

績
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
硬

化
層
に
自
溶
合
金
を
溶
射

し
た
「
テ
ロ
プ
レ
ー
ト
」

や
、
肉
盛
溶
接
を
施
し
た

「
Ｃ
Ｄ
Ｐ
プ
レ
ー
ト
」
と

い
っ
た
耐
摩
耗
プ
レ
ー
ト

は
製
品
単
体
の
み
な
ら

ず
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
切

断
加
工
や
曲
げ
加
工
な
ど

を
付
加
し
た
製
品
や
、
受

託
工
事
の
中
で
採
用
さ
れ

る
事
案
な
ど
、
着
実
に
需

要
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
、
当
社
業

績
を
け
ん
引
し
て
い
る
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
リ
ペ

ア
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
事
業
が
あ
る
。
大
手

製
造
業
な
ど
で
は
、
こ
れ

ま
で
自
社
内
で
対
応
し
て

き
た
設
備
機
器
の
保
全
業

務
を
、
作
業
者
の
高
齢
化

や
人
手
不
足
を
背
景
に
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
反

面
、
そ
の
外
注
先
も
同
様

の
理
由
で
廃
業
や
事
業
撤

退
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

ユ
ー
ザ
ー
は
新
た
な
外
注

先
の
開
拓
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
装
置
メ

ー
カ
ー
も
人
材
難
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
対
応
に
時
間
を

要
す
る
場
合
も
あ
る
。
し

か
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
部
品
や

部
材
の
耐
久
性
や
長
寿
命

化
、再
生
な
ど
を
目
的
に
、

補
修
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需

要
そ
の
も
の
が
年
々
伸
長

傾
向
に
あ
り
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
補
修
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
内
容
は
千
差
万

別
で
、
一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
な
い
。
当
社
は
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
溶
接
・
溶
射
に
関
す

る
製
品
や
技
術
に
加
え
、

長
年
に
亘
っ
て
施
工
に
対

す
る
豊
富
な
経
験
と
実

績
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
強
み
が
あ

る
。
中
で
も
、
近
年
、
特

に
注
力
し
て
い
る
の
が
出

張
工
事
で
あ
る
。
豊
富
な

知
見
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
武
器
に
、

人
超

の
当
社
工
事
部
ス
タ
ッ
フ

が
１
チ
ー
ム
２
人
体
制
で

現
場
を
忙
し
く
駆
け
回
っ

て
お
り
、
長
期
休
暇
期
間

中
の
今
は
、
ま
さ
に
繁
忙

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
刻
々
と
需
要
環
境
が
変

化
す
る
中
、
受
注
案
件
一

つ
ひ
と
つ
の
付
加
価
値
を

高
め
、
常
に
右
肩
上
が
り

の
業
績
が
残
せ
る
仕
組

み
、
体
制
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
各
事
業
の
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
、
顧
客
に
と
っ
て

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　
今
期
も
第
３
四
半
期
を

終
え
、
過
去
最
高
を
記
録

し
た
前
年
度
を
上
回
る
業

績
で
推
移
し
て
お
り
、
今

後
も
当
社
の
得
意
分
野
を

更
に
醸
成
さ
せ
る
こ
と

で
、
５
年
後
に
は
売
上
高


億
円
を
実
現
さ
せ
た

い
。

　
１
９
６
４
年
、
丸
文
が

日
本
に
初
め
て
レ
ー
ザ
発

振
器
を
導
入
し
た
。
同
社

は
、
そ
の
後
も
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
商
社
と
し
て
日

本
の
レ
ー
ザ
溶
接
に
貢
献

し
て
き
た
。
同
社
が
現
在

注
力
し
て
い
る
の
が
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ

デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
肉

盛
溶
接
だ
。
こ
の
技
術
に

つ
い
て
、
同
社
レ
ー
ザ
加

工
課
の
江
嶋
亮
課
長
に
話

を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
は
、
金

属
粉
末
に
レ
ー
ザ
を
当
て

溶
融
し
、
高
速
に
動
く
ワ

ー
ク
に
肉
盛
す
る
こ
と
に

よ
り
、
表
面
に
薄
い
膜
を

形
成
す
る
肉
盛
で
あ
る
。

「
一
般
的
な
粉
末
で
の
肉

盛
で
形
成
で
き
る
被
膜
は

２
０
０
―
３
０
０
ミ
ク
ロ

ン
ほ
ど
の
厚
さ
だ
が
、
こ

の
技
法
で
は
１
０
０
ミ
ク

ロ
ン
ほ
ど
の
薄
い
膜
と
な

る
。
レ
ー
ザ
は
必
要
な
箇

所
の
み
に
局
所
的
に
熱
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
希
釈
率
を
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

結
果
、
被
膜
の
硬
度
が
担

保
で
き
、
耐
摩
耗
性
・
耐

腐
食
性
が
高
く
寿
命
の
長

い
製
品
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
、
江
嶋
氏
は
性

能
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
が
現
在

注
目
さ
れ
て
い
る
用
途
が

自
動
車
ブ
レ
ー
キ
だ
。
Ｅ

Ｕ
の
自
動
車
排
出
規
制
の

厳
格
化
が
理
由
だ
。
厳
格

化
の
原
因
は
ユ
ー
ロ
７
。

２
０
２
２
年
に
採
択
さ
れ


年
に
実
施
さ
れ
る
予
定

の
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て

提
案
さ
れ
た
新
車
製
造
に

お
け
る
大
気
汚
染
物
質
排

出
基
準
だ
。
ブ
レ
ー
キ
お

よ
び
タ
イ
ヤ
な
ど
、
排
出

管
以
外
か
ら
の
排
出
物

（
ブ
レ
ー
キ
の
鉄
粉
や
ゴ

ム
の
カ
ス
な
ど
）
を
規
制

す
る
、
世
界
初
の
意
欲
的

な
排
出
基
準
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
決
ま
っ
て
い
る

同
基
準
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

で
は
さ
ら
な
る
厳
格
化
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
基
準
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
自
動
車
の
ブ

レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
へ
の
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ザ
ク
ラ

ッ
デ
ィ
ン
グ
技
術
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
同
技
術
で

あ
れ
ば
従
来
の
ブ
レ
ー
キ

デ
ィ
ス
ク
に
対
し
て
約


％
の
粉
じ
ん
を
削
減
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
自
動
車

業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン

グ
以
外
の
レ
ー
ザ
肉
盛
も

全
般
的
に
扱
え
る
。
「
当

社
で
は
扱
っ
て
い
る
溶
接

機
の
標
準
機
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
導
入
す
る
企
業

ご
と
の
形
や
要
望
に
あ
わ

せ
て
特
注
機
と
し
て
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
を
行
う
」
と
江

嶋
氏
は
語
る
。
６
軸
ロ
ボ

ッ
ト
に
取
り
付
け
て
自
動

化
し
た
肉
盛
溶
接
を
行
う

こ
と
も
で
き
る
。
利
用
す

る
と
き
だ
け
起
動
し
、
熱

効
率
の
よ
い
半
導
体
レ
ー

ザ
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
電
気
代
の
コ
ス
ト
も
改

善
す
る
。
そ
の
た
め
、
従

来
設
備
よ
り
も
効
率
よ
く

施
工
が
で
き
る
こ
と
か
ら

同
社
の
溶
接
シ
ス
テ
ム
に

替
え
る
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。

　
同
社
は
、
レ
ー
ザ
肉
盛

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、

国
内
で
多
く
の
企
業
で
の

肉
盛
溶
接
に
活
用
さ
れ
、

導
入
し
た
企
業
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
改
善
を

続
け
て
い
る
。
自
動
車
以

外
の
業
界
で
も
肉
盛
溶
接

が
必
要
な
業
界
か
ら
の
同

社
へ
の
引
き
合
い
は
絶
え

な
い
。


